
国語科学習指導略案 

令 和 ２ 年 ２ 月 ７ 日 金 曜 日 ２ 校 時 

高等部 Aグループ 男子２人 女子１人 計３人 

指導者 大庭 美和子(CT) 手塚 直人(ST) 

１ 題材 「動きを言葉で表そう」 

 

２ 本時の学習(18／30) 

 (1) 全体目標 

   教師の動作や音声を模倣したり，動作の異なる写真や絵を分類したりすることを通して，写真や

絵が示す動作を読み取り，身振りや音声で表現することができる。 

 (2) 授業で目指す姿 

  ① 教師の動作や音声を模倣して，写真や絵が表す動作を身振りや音声で表現する姿 

＜主体性，思考・判断・表現＞ 

  ② 動作を表す写真や絵を見て，同じ動作を表す写真や絵を選んだり，動作の名称を身振りや音声

で表現したりする姿＜基礎・基本，主体性，思考・判断・表現＞    

  

(3) 個人目標 

生徒 個 人 目 標 

Ｓ．Ｒ 

（２年，男） 

教師の動作を模倣したり，動作の異なる二つの写真や絵を分類したりすることを通

して，写真や絵が示す，寝る，着るなどの日常動作を読み取り，身振りで表現するこ

とができる。 

Ｋ．Ｋ 

（３年，男） 

教師の動作を模倣したり，動作の異なる二つの写真や絵を分類したりすることを通

して，写真や絵が示す，驚く，怒るなどの感情を表す動作を読み取り，身振りで表現

したり，同じ動作の絵を選んだりすることができる。 

Ｎ．Ｅ 

（３年，女） 

教師の音声を模倣したり，動作の異なる二つの写真や絵を分類したりすることを通

して，写真や絵の中で矢印が示す，寝る，着るなどの動作を読み取り，動作の名称を

音声で答えることができる。 

 

  



 (4) 実際【①，②は授業で目指す姿（資質・能力）の評価場面】 

過程 主な学習活動 指導及び支援上の留意点 資料・準備 

導入 

(20) 

１ 始めの挨拶をする。 

２ 本時の学習を確認する。 

 

３ 「返事」をする。 

(1) 呼名に応える。 

(2) 【K.K】顔写真と名前カード

を対応する。 

【S.R,N.E】文字チップを並

べ替えて名前を構成する。 

 

４ 「名前当てクイズ」をする。 

・ 具体物と写真を対応する。 

（写真や絵を）よく見て，（物

や動きの名前を）当てよう。 

 

・ 学習に見通しをもつことができるよう

に，使用する教材や教材の絵を用いて学習

の流れを説明する。 

 

・ 顔写真と名前（文字）を対応することが

できるように，顔写真と名前カードを交互

に指さしたり，文字を一字ずつ指で押さえ

たりしながら名前を読む。 

 

 

 

 

・ 物の名称や用途を知ることができるよう

に，教師が具体物を操作しながら，名称や

用途を言うようにする。 

 

・流れカード 

・動作の写真

など 

 

・顔写真 

・名前カード

（平仮名） 

・文字チップ 

・具体物（鉛

筆，ペン等） 

・身近な物の

写真，絵カー

ド 

・箱 

展開

(25) 

５ 「動きクイズ」をする。 

(1)  教師を模倣して，動作の

名称や身振りを確認する。  

(2) 表示された写真や絵が表

す動作と同じ動作の絵を選

んだり（K.K），動作の名称を

身振り（S.R）や音声(N.E)で

表現したりする。 

(3)  表示された写真や絵が表

す動作を再現する。 

※ (2)，(3)を繰り返し行う。 

  

 

 

６ グループや個別で課題に取

り組む。 

(1)  ５で用いた動作の異なる

写真や絵を分類する。 

 

 

 

(2)  ５で用いた動作の名称

（Ｓ．Ｒ）や名称の一部（交

差を含む平仮名：Ｎ．Ｅ），

（一，二画で構成される平仮

名：Ｋ．Ｋ）を書く。 

 

 

 

・ ２グループに分かれて学習を行う。CT

は，S.R と N.E ，ST は，K.K と学習を行

う。 

① 写真や絵を提示しながら，動作の名称を

言ったり，身振りを示したりして，名称や

動きを確認する。身振りは，生徒がまねし

たくなるように大きな動きで表す。 

② 表示される写真や絵に注目して表現す

ることができるように，表示する際に効果

音を用いる。  

・ 表現する友達に注目することができるよ

うに，前に立つ生徒の立ち位置に配慮す

る。 

 

・ (1)については，S.R とN.E は一緒に学

習を行う。 

①② 動作の名称を言ったり，身振りで表現

したりすることができるように，動作の名

称を尋ねる。N.Eについては，矢印カード

を用いて矢印の方向を確認した後で尋ね

る。 

② ワークシートの絵を見て，動作の名称を

尋ねる。表現が難しい場合は，教師が絵を

指さして，動作の名称を身振りや音声で表

現する。 

・ 文字をなぞりながら，濁点の数や筆順，

始点と終点を確認することで，濁点の数

（S.R）や筆順（N.E），始点と終点（K.K）

を意識して書くことができるようにする。 

・パソコン 

・動作を表す

写真，絵 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・動作を表す

写真，絵 

・分類する箱 

・矢印カード 

 

 

 

・書き順カー

ド 

・ワークシー

ト 

 

 

 

 

終末 

(５) 

７ 学習したことを振り返る。 

 

 

 

８ 終わりの挨拶をする。 

・ 教師や友達からの称賛を受けて，学習し

たことに自信をもつことができるように，

学習で取り組んだ課題を友達の前で発表

する。その際，教師は，本時で確実にでき

るようになった課題を選ぶようにする。 

・「動きクイ

ズ」やグルー

プ及び個別

課題で使用

した物 
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